
無 償 譲 与 26¶737¶982 ` 28¶256 26¶709¶726 注）５

政 府 出 資 � 2¶391¶183 ` 72¶046 � 2¶463¶230 注）６

減 資 差 益 ` ` ` `

損益外除売却差額相当額 3¶415¶223 ` ` 3¶415¶223

そ の 他 1¶666 819 ` 2¶485 注）７

計 153¶629¶540 6¶377¶066 107¶828 159¶898¶779

損 益 外 減 価 償 却 累 計 額 � 41¶909¶559 � 6¶050¶632 � 93¶806 � 47¶866¶385 注）８

損 益 外 減 損 損 失 累 計 額 � 1¶144¶736 � 149¶988 � 1¶445 � 1¶293¶280 注）９

損 益 外 利 息 費 用 累 計 額 � 23¶075 � 3¶275 � 0 � 26¶350 注）10

差 引 計 110¶552¶169 173¶169 12¶576 110¶712¶762

F̂ 積立金等の明細及び目的積立金の取崩しの明細
F̂`１ 積立金の明細 （単位：千円）

区 分 期 首 残 高 当期増加額 当期減少額 期 末 残 高 摘 要

準用通則法第44条第１項積立金 432¶367 1¶555¶239 ` 1¶987¶607 注）１

準用通則法第44条第３項積立金 2¶619¶623 104¶979 1¶292¶986 1¶431¶616 注）２

前中期目標期間繰越積立金 2¶143¶543 ` ` 2¶143¶543

計 5¶195¶533 1¶660¶219 1¶292¶986 5¶562¶767

注）１ 当期増加額は、平成23年度の利益処分によるものであります。
注）２ 当期増加額は、平成23年度の利益処分によるものであります。また、当期減少額は、当該

積立金の使途に沿った資産の取得及び費用の発生によるものであります。

F̂`２ 目的積立金等の取崩しの明細 （単位：千円）

積立金の名称及び事業名

教 育 研 究 診 療 等 充 実 積 立 金

伊都キャンパス移転
事業等経費 教育研究活性化事業 計

有 形 固 定 資 産 1¶217¶329 29¶643 1¶246¶973

建 物 784¶089 2¶934 787¶024

構 築 物 195¶868 769 196¶638

工 具 器 具 備 品 237¶371 25¶058 262¶429

図 書 ` 880 880

小 計 1¶217¶329 29¶643 1¶246¶973
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注）１ 増加理由：施設整備費補助金を財源とした固定資産の取得による増加
減少理由：施設整備費補助金を財源とした固定資産の除却による減少

注）２ 増加理由：授業料収入を財源とした固定資産の取得による増加
注）３ 減少理由：補助金等を財源とした固定資産の除却による減少
注）４ 増加理由：目的積立金等を財源とした固定資産の取得による増加

減少理由：目的積立金等を財源とした固定資産の除却による減少
注）５ 減少理由：無償譲与により承継した固定資産の除却による減少
注）６ 減少理由：現物出資により承継した固定資産の除却による減少
注）７ 増加理由：保険金収入を財源とした特定償却資産の代替資産の取得による増加
注）８ 増加理由：特定償却資産の減価償却による増加

減少理由：特定償却資産を除却したことによる減少
注）９ 増加理由：固定資産に係る減損を認識したことによる増加

減少理由：特定償却資産を除却したことによる減少
注）10 増加理由：資産除去債務に係る利息の追加による増加

減少理由：特定償却資産を除却したことによる減少
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